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国
見
町
消
防
団

定
期
点
検

団
旗
も
新
し
く

新
団
旗
を

交
　

付

国
兒
町
消
防
団
定
閧
点
検
に
先
―

ち
、
新
し
い
消
防
団
祇
の
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
村
合
併
時
に
作
裂
し
た
旧
団
旗

の
い
た
み
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
、

新
し
く
調
え
た
も
の
。

定
　

期点
　
　
検

国
見
町
消
防
川

］佐
藤
忠
美
川
長

】

の
定
間
点
検
が
、
六
川
ト

ー
ト
に
行

わ
れ
ま
’
｝
た
。

午
前
九
時
、
統
鵬
で
あ
る
吊
水
町

長
、
佐
藤
川
長
ら
が
、
藤
川
商
店
街

に
整
列
し
た
川
八
を
奴
閲

、

藤
川
小
学
皎
皎
庭
で
は
、
川
い
Ｉ
．

酉
１
名
を
前
に
、
冨
水
町
長
か
統
監

訓
示

。

表

彰
及

び
表

彰
の
伝

達

の
後

、
点

倹

と
訓
練

に
侈

る
。
点

険

は
通

常
点

検

、
瞻

隲
器
腿

点
倹

を
行

い
、

訓
練

は

、
各
個

訓
練

、
小

隊
訓
練

、

ポ
ン

プ
操

法

を
繰

り
山
げ

、
こ

れ
ま

で
の

訓
練

の
成

叭

を
披
．ｔ
″
。

小
雨

か

ぱ
・
ら
っ
ぐ

あ

い
に
く

の

。人

気
で

し

た
が
、
団
八

の
み

な
さ

ん
は

、

規

津
岷

し

く
。
χ
’び
χ
Ｊ
び
と
取

り
机

ん

で

い
ま
Ｉ
冫
恍

黔ａ 旗を 文付

ポン プ 謄法 通 常 貞 検

表
彰
及
び
表
彰
伝
達
さ
れ
た
み
な
さ
ん

｛

敬
　

袮
　

略

｝

－

消
防
庁
妊
官
衣
彰

７
水
嶇
勤
続
功
労
章
一

鳥
檎
　
昭

．
　

佐
献
　
正
明

大
津

刋
勝

■
福
島
叫
知
嘔
た
彰

｛

功
績
章

’一

佐
藤
　
忠
む

一
‐
水
年
動
続
章

’｝

朽
木

勝
之
　

鳥
鳴
　
常
男

辿
藤

久
幸

一
優
良
へ
川
年
川
防
川
Ｈ
ａ

｝

八
島
　

に

■
日
本
消
防
協
会
妊
長
彰

に
　こ高

橋
　

力
　

鈴
木
　
卍
人

｛
勤
続
’ｙ

一

宍
．尸
伊
勢
誰

■

柵
鳥
県
消
防
協
会
妊
衣
彰

へ
功
績
ぶ
．一

佐
藤

正

明

一
Ｍ
勤
び
｝

宍
戸
惣
兵
衛
　

渡
辺
　
茂
男

松
川
　
利
外

一
勤
紋
叺

】

筏
藤

正
勝

｛
退
職
団
ａ

感
謝
状
｝

佐
藤

錦
什
　

占
川
　
柚
一

高
橋
　

溥
　

野
村
一
疋
次
卵

佐
藤

正
和
　

松
川
　

唸

占
Ⅲ
　

敏
彦

■
伊
達
支
部
長
表
彰

一
．功
紬
卓

｝

片
砂
　
淬
栄
　

鈴
木
　

．
男

鳥
叫
　

．
占
　

菊
地
　
良
ヒ

高
橋
八
や
代

一
柚
勤
収
一

占
………
　
占
坩
　

人
内
　

．
郎

徳
』．汢
μ

市
郎
　

穂
苅
　

榮
泊

廣
属

亟
犬
　

占
川
美
智
大

瀬
、冖
　
正
川
　

鈴
木

節
剛

■
町
長
・
川
長
辿
私
感
謝
状

一
．永
年
動
続
退
職
団
ｎ

感
謝
状

｝

竡
Ⅲ
　
寛

．
　

渡
辺
　
茂
男

松
Ⅲ
　
和
男
　

松
浦
　
新
一

高
檎
　

岬
　

遠
藤
　
久
令

王
Ｆ
　
．兀
治
　

村
Ｌ
　

渭
正

松
浦
　
勝
占
　

後
藤
　
正
勝

■
川
長
長
彰

一一
優
良
団
口
表
彰

】

関
眼
　
一
郎
　

松
川
　
定
夫

実
沢

和
犬
　

遠
藤
　

］
沽

紺
野
　
良

．
　

佐
蒔
　

い`
狄

人
野
　
忿
男
　

村
ｈ
　
昭

．

占
川
　
正
に
　

松
用
　
富
男

一
‐１
般
人
衣
彰
）

ｊ
火
災
通
報
占
－

佐
久
間
永
郎

一

町
長
・
川
長
連
名
一
般
人
惑
謝
状

｛

．
般
人
感
謝
状
｝

Ｉ
防
火
水
槽
川
地
寄
付
－

中
野
　
勝
美
　

隋
藤

忠
‐１



国見町の

国際交流事業

ド
イ
ツ
の
友
だ
ち
が
や
っ
て
く
る
！

日

本
と

ド
イ

ツ
の
ス

ポ

ー
ツ
少
年

団
の

交
流
会

が
、

七
月

二
十
五

日
か

ら
三

ト

ー
日
ま
で

の
じ
日

間

に
わ
た

り
、

国
見

町
で
行

わ
れ
ま

す

。

こ

の
日
独

ス

ポ
ー
ツ

少
年
団

同
時

交
流

事
業

は
、

日
本
ス

ポ
ー
ツ

少
年

団
、

柵
鳥
県

ス
ポ

ー
ツ

少
年
団
そ

し

て
国

見
町

か
主
催

し
て

行
う
も

の
で

、

昨

年

ま
で

に
福
島

県
で
派

遣
し

た
団

員
は

九
十
名

、

ド
イ
ツ

か
ら
受
け

入

れ

た
団
員

は
、
約
一
二
肖

名
。

ホ
ー

ム
ス
テ
イ

を
中

心
と
し

た
グ

ル

ー
プ
交
流

を
行

い
ま
す

か

、
ス

ポ

ー
ツ

だ
け
で

は
な

く
、

文
化

や
歴
史

に
つ

い
て

の
理
解

を
深

め
る

プ
ロ
グ

ラ

ム
し

取

り
入

れ
、
地

域
に
根

づ

い

た
交
流

方
法

か

特
徴
。

国

見
町

の
ス

ポ
ー
ツ

少
年
団

は

七

団
体
　

四
年

生
以
Ｌ

の

小
中
学

生
二

百
二

十
名
か

加
入

し
、
柔

道
、

剣
道

、

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

に
取
り
柤

ん
で

い
ま

で

今

同
家
日

す
る

ド
イ

ツ
ス

ポ
ー
ツ

少
年
団

八

の
総
数

は
。

肖
二
十

二
人

。。

こ
の
う

ち
、

閥
見

町
を
訪

れ

る
の
は

十
四
砲

か

ら

。一
十

二
歳
ま

で
の
団

艮

べ
名

と
指
導

者
一

名
の

九
名
で

。
水

泳
を
練

習
し

て

い
る
グ

ル
ー
プ

で
す

。

観
月

台
文

化

セ
ン
タ

ー
を
中

心
に

、

国

見

町
で

七
日
間

を
過

ご
し

た
後
、

山
形
県
。
宮
城
県
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
も
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
す
る
た
め
、

八
月
半
ば
ま
で
川
本
に
滞
在
し
ま
す
。

【 団 員 と ホ ー ム ス テ イ 引 き 受 け 家 庭 】

ヴォル フガ ン グ・ ツ ー バー �32 歳 � 朽　 木　 碵　 也 さん

ジ ル ケ ・ピ ッケ ル �22 歳 � 春　 日　 和　 光 さん

ュ リ ア ・リ ン ケ �20 歳 � 引　 地　 由　 則 さん

マ テ ィ ア ス・ ヘ ル プ レ �18 歳 � 鈴　 木　 耕　 治 さん

ョ タヘ ン・ ビ ニ ン グ �18 歳 � 中　 野　 ―　 雄 さん

ピ ア ・ シュ ミ ット �17 歳 � 吉　 田　 久 代 治 さん

パ ト リ シ ア・ ヴィ タト マン � 口 巌 � 斎　 藤　 規　 雄 さん

ア レ キ サン ダ ー ・ カ ール �16 歳 � 佐　 藤　　　 孟 さん

ュ リ ア ・パ ル ヴィ ツク � Ｈ 歳 � 新　 井　 ―　 男 さん

農
業
経
営
者
海
外
派
遣

佐

野
さ
ん
が
行
っ
て
き
ま
す

こ
の
事
業
は
、
国
見
町
か
事
業
主

体
と
な
り
。
自
立
し
た
農
業
を
目
指

し
励
ん
で
い
る
農
業
経
鷺
者
に
、
国

際
的
な
陞
野
と
感
覚
を
身
に
つ
け
て

む
ら
う
と
と
も
に
、
農
業
衽
営
に
闃

す
る
知
織
を
修
俳
し
、
実
践
力
を
体

得
し
、
今
後
の
地
域
農
業
の
推
進
者

に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。

今
同
参
加
す
る
佐
野
艇
一
1
‐
1さ
ん

（
徳
汪
字
北
畑
四
五
）
は
。
主
に
継

の
多
品
陲
栽
培
を
し
て
い
る
青
年
。

「
Ｅ
Ｕ
の
農
豪
の
実
状
を
知
る
と

と
も
に
、
農
業
政
策
の
内
容
や
実
施

状
況
そ
し
て
農
産
物
に
対
す
る
国
民

の
考
え
方
に
つ
い
て
見
聞
し
た
い
』

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

訪
問
国
は
、
ド
イ
ツ
。
フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
そ
し
て
デ
ン
マ

九
月
六
日
に
出
発
し
、
同
月
十
九

日
に
帰
国
し
ま
す
．

元
気
に
い
っ
て
ら
っ
し

や
い
／佐野 龍一さん

も
う
一
人
は

若
人
の
翼
で

中

国

へ

福
鳥
県
青
年
海
外
派
遣
事
業
「
若

人
の
翼
‘
に
は
。
宍
戸
浩
寿
さ
ん

（
町
母
田
字
樋
口
二
二
）
が
団
員
候

補
に
選
ば
れ
、
中
国
で
現
地
青
年
た

ら
と
交
流
し
て
き
ま
す
。

若
人
の
翼
は
、
今
年
で
二
十
一
回

日

。
今
回
は

。
中

国
の

他

に
北

米

、

欧
州

、
南

米
そ
し

て

オ
セ
ア

ニ
ア

の

コ

ー
ス
に

七
卜
名

の
団

貝
か
派

遣

さ

れ
ま
す

。

九
月

十

三
日

に
成
田

を
立

ら
、
上

海
、

重
慶

。
武
漢

な

ど
を
訪

ね
、

人

民
政

府
へ

の
表
敬

訪
問

や
交

歓
会

。

学
生

寮

に
宿
泊
し

な

が
ら

の
大
学

生

と
の

交
流

、
環
境

問

題
に

つ
い
て

の

グ

ル
ー
プ
研

修
を

行

い
、
二

十
二

日

に
帰

国
す

る
予
定

。

’
こ
と

ば
の
壁

は
あ

る
け

れ

ど
、

他
国

の
人

の
日
‥
に
日
本

は

ど
う
映

っ・

て

い
る
の

か
。

十
二
億

の
人

口
を

持

つ
中

国
の

環
境

保
護
は

ど
う

な

っ
て

い
る
の
か

を
学
ん

で
き

た

い
に

と
抱

負
を

述

べ
て

い
ま
し

た
。

宍戸 浩寿さん



快適な生活環境をめざして
平成８ 年４月 公共下水道一部供用開始

国
‥兄
町
で
は
．

一
快
適
で
仕
み
よ

い
町
づ
く
り
の
推
進
‘
を
主
嬰
施
策

に
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
快

適
な
生
活
環
境
を
創
造
し
て
い
く
た

め
、
昭
和
六
１
二
乍
度
か
ら
ド
水
道

工
事
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
叺
彫
川
月
一
日
よ
り

．
部
肪
用
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

こ
の
ド
水
道
乍
業
は
、
昭
和
五
卜

八
年
度
か
ら
阿
武
隈
川
の
水
質
保
全

を
目
的
に
、
福
島
県
が
県
北
地
Ｋ
の

一
巾
．瓦
町
（
福
鳥
市
、
国
見
町
、
桑

折
町
、
伊
達
町
、
梁
川
町
、
保
原
町
）

を

．
つ
の
区
城
と
す
る
広
城
ド
水
道

叶
画
を
策
定
、
川
武
隈
川
卜
流
流
域

ド
水
道
県
北
処
理
区
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
幹
線
管
丶
こ

や
帆
、理
鵬
の
Ｔ
ｔ

を
進
め
て
き
ま
し
た
．

ま
た
、
同
時
に
一
巾
丘
町
に
お
い

て
も
こ
の
関
辿
公
共
ド
水
道
事
業
と

し
て
管
き
ょ
の
工
今
を
進
め
て
き
た

結
果
、
恥
彫
円
川

．
目
か
ら
一
郎
叺

用
で
き
る
阯
込
み
と
な
り
ま
し
た
．

卜
水
道
は
．
公
道
の
下
水
道
管
や

マ
ン
ホ
ー
Ｑ
、
個
人
の
宅
地
内
の
公

皿（
マ
ス
な
ど
町
が
八
担
し
施
行
管
理

す
る
『
排
水
胞
設
』
と
、
各
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
占
水
を
流
す
衛
生
器

只

と
公
共
マ
ス
を
接
続
す
る
管
な
ど

個
人
か
負
担
し
設
置
管
理
す
る

い
排

氷
験
備
‘
か
ら
成
り
立
・
．
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
に
下
水
道
を
利
川
す
る

た
め
に
は
、
家
庭
の
衛
生
器
只
と
公

徙
マ
ス
か・
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
は
、
家
庭
の
台
所
、
風
呂
、

ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
床
庭
川
霧
排

水
と
雨
水
を
別
々
に
分
け
て
。
霧
排

水
だ
け
を
処
理
船
へ
送
る
下
水
管
に

流
す
た
め
で
す
。

々
後
、
町
で
は

、排
水
設
備
」
の

制
度
を
鵬
備
し
、
多
く
の
み
か
卜
水

道
を
利
川
で
き
る
よ
う
、
そ
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ア

ン

ケ
ー
卜

に

ご

協

力

を

国
見

町
で

は
、
将

来

の
ま

ち
づ
く

り
の
桁

針

と
な
る

『
国

見
町
ま

ち

づ

く

り

マ
ス

タ
ー
プ
ラ

ン

』
を

策
定
巾

で
す
．

こ

の
計
画

に
町

尺
の
み

な

き
ん

の

「
生

の
声

」
を
反

映
さ
せ

る

た

め
．

ア
ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実
施

す

る
こ

と

と

い
た
し

ま
し

た
．

ま

ち

づ
く

り

マ
ス

タ
ー
プ
ラ

ン

と

は
、

．一
・
－

一

肬
紀
の

国
見

町

‘
の

あ
る

べ
き
姿

を
描

く
酩
酊

叶

画
の
从

本
方

釧

と
な
る

も
の
で

す
．

そ

の
目

桁
す
万

向
は

、
第

三
次
国

弛

町
振
興

計
両

に
从

づ
き

、

・、ゆ

と

り

と
鬯

か
さ
を
真

に
実

感
で

き
る

ま

ち

づ
く

り
」

と

、個
性

的
で

快
適

な

ま

ち
づ
く

り

’
の
二

つ
で
す

．．

叭

に

．
匯

め
る
』

と

い
う

次
一
疋
か

ら
．

、
住
む
こ

と

に
満
足

や
誇
り

が

持

て
る
｛

と

い
う
次
元

へ
の
移
詼
‥
や

町

の
自

然
や
歴

史
的

特
色

を
最
大

隈

に
活
か
す

こ

と
を
目

斯
于

も
の
で

す
『
．

今
川

の
ア

ン
ケ

ー
ト
は

、
こ

の
計

画

策
七

を
機

に
、

町
民
の

人
な

さ
ま

か
抱

い
て

い
る
自
分

た
ら

の
身

近
な

地
域

へ
の
期

待
や
要

望

、
ア
イ

デ

‘

ア

な

ど
．
ま

ら

づ
く

り

に
っ

い
て
の

ご
意
Ｕ
、を

お
寄
せ

い
た
だ
く
も

の
で

す

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
町
内

に
居
化
す

る
卜
八
巌
以
上
の
方
々
か
ら
、
無
作

為
に
抽
出
し
た
千
び
名
の
方
々
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
時
闡
は
、
八
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
調
査
書
が
柚
き
ま
し
た

ら
ご
・記
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
Ｌ
’川
紙
の
配
布

と
回
収
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
長
さ

ん
に
お
齠
い
い
た
し
ま
す

。

ご
協
力
を
お
顫
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

酩
市
整
備
課
　
都
市
整
備
係

霏
困
2
1
1
1
　

内
線
２
６
３



花
い
っ
ぱ
い
町
民
運
動

ふ

く

し

ま

国

体

事

業

国
見
町
は
。
平
成
七
年
三
月
に
国

見
町
第
五
十
回
国
民
体
育
大
会
対
策

本
部
を
般
置
し
ま
し

た
が
。
六
月
三

十
日
、
国
体
町
民
迅
動
（
花
い
っ
ぱ

い
運
動
）
部
会
か
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
花

い
っ
ぱ
い
運
動
部
会
は
、

町
民
こ
ぞ
っ
て

ふ
く
し
ま
国
体
を
応

援
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
、
成
功
さ

せ
よ
う
と
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
プ
ラ
ン
タ

１
用
ｈ
作
り
、
化
苗
の
移
植
、
手
入

れ
方
法
や
鳩
所
な
ど
運
助
の
逃
め
方

を
話
し（
口
い
ま
し
た
。

町
を
飾
る
花
は
、
サ
ル
ビ
ア
。
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
コ
ス

モ
ス
な
ど
約
六
ｆ
豕
。

秋
季
大
会
的
の
十
月
八
日
に
は
、

「
ふ
く
し
ま
国
体
旗
」
と
窓
山
町
で

採
火
さ
れ
た

ヱ

く
し
ま
国
体
炬
火
」

が
、
町
内
五
区
間
を
小
中
乍
生
の
り

レ
ー
隊
に
よ
っ
て
迷
ば
れ
ま
す
。

ま
た
、
観
川
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
国
体
旗
と
国
体
炬
火
の
歓
迎
人

が
行
わ
れ
ま
す
。

■
殿
置
場
所

（
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
設
置
）

・
人
技
小
学
校

・
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
推
蚕
飼
育
所

・
国
見
町
役
場

・
役
場
通
り

・
む
さ
し
や
坂

・
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

・
観
月
台
公
聞

・
錦
町
通
り

・
岡
見
町
商
工
会
館
か
ら
コ
ー
プ

マ
ー
ト
閥
見
店
に
か
け
て
の
通

・
コ
ー
ブ
マ
ー
ト
国
見
店

（
直
畩
え
鳩
所
〉

・
国
道
四
兮
県
北
中
学
校
通
学
路

・
県
通
五
卜
沢
国
見
線
空
き
地

・
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
推
蚕
飼
育
所

・
森
永
ス
チ
ロ
ー
ル
エ
場
前

・
藤
川
駐
在
所
隣
地

・
．．一
協
（

イ
ヤ
ー
向
い

・
町
遺
空
き
地

・
観
月
台
公
園

■
協
力
団
体
等

国
見
町
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
、

国
見
町
婦
人
会
連
絡
協
離
会
、
国

見
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
小
中

学
校
、
Ｊ
Ａ
伊
連
み
ら
い
国
見
総

合
支
店
、
同
婦
人
部
、
国
見
町
商

ｔ
会
、
同
婦
人
郎
、
同
町
年
部
．

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ

ブ
．
個
人

の
み
な
さ
ん
．

認
定
農
業
者
2
1名
誕
生

国
見
町
で
は
、
罕
成
六
年
十
二
月
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

く
農
業
経
営
の
指
標
で
あ
る
基
本
構

想
を
定
め
ま
し
た
．
こ
れ
は
、
年
間

農
業
所
得
五
百
七
十
万
円
以
上
、
従

事
者
一
人
あ
た
り
の
年
間
労
働
時
間

二
千
二
百
時
間
以
下
を
目
標
に
、
経

営
規
模
蚣
大
．
複
合
化
、
集
約
化
な

ど
に
よ
っ
て
経
営
を
安
定
、
発
展
さ

せ
る
た
め
の
も
の
で
．
農
家
が
こ
の

脾
想
に
沿
っ
た
農
業
経
営
改
善
計
画

耆
を
町
に
提
出
、
審
査
会

が
こ
れ
を

審
査
し
、
認
定
す
る
も
の
で
す
。

五
月
二
十
五
日
、
申
請
の
あ
っ
た

二
十
一
名
全
員
か
認
定
さ
れ
。
六
月

十
五
日
の
認
定
証
交
付
式
で
は
、
冨

永
町
長
が
一
人
ひ
と
り
に
認
定
征
を

交
付
し
、
激
励
の
こ
と
ば
を
贈
り
ま

し
た
。
。

こ
の
認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
る

と
、
低
利
な
資
血
。
農
地
集
積
の
優

先
的
支
援
、
脱
制
上
の
優
遇
措
瞬
、

さ
ら
に
講
習
、
研
修
か
受
け
ら
れ
る

な
ど
、
関
係
機
関
か
一
丸
と
な
っ
て

支
扱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
今
後
と
む
農
家
か
ら
申

請
か
あ
り
し
だ
い
、
審
査
会
を
闘
催

し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

認
定
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
。

（
以

ド
敬

称
略
）

阿

郎

繁
　
雄
（
石
母
田
北
）

宍
　
戸
　
隆
　
一
｛
第
こ

宍
　
戸

惣
兵
衛
（
第
こ

佐
久
間

敏
　
雄
（
第
二
）

佐

藤

重
　
雄
（
第
二
）

武
　

田
　

正
　

利

｛
第

二
｝

廣
　

居
　

重

夫

｛
第

三
｝

大
　

津
　

征
四
郎

（
第

四
）

佐
　

野

抔

代
志

（
第

八
）

村
　

上
　

正
　

勝

（
第

九
）

商

橋

佐
　

七

（
第

ト
ニ

）

訟
　

田

富
　

ｍ
刀
（
只

田
）

高

鳴
　

一
　

吉

（
貝

田
）

（
有

）
松
田

フ
ァ

ー
ム

（
貝

田

）

（
付

）
中

山
黄
鶏
場

（
光

明
寺

）

八
　

島
　
　

仁

（

高
城
）

松

浦
　

万

助

（
大

木
戸

）

佐

藤

洋
　

一
（

築
舘

）

井
　

砂
　

善
　

栄

（
北
郎
）

鈴

木
　

節

朗

（
川
内

）

鈴
　

木

耕
　

治

（
川
内

）

な
お
。
認
定
証
の
交
付
後
、
国
見

町
認
定
義
業
者
会
を
直
ち
に
結
成
、

次
の
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

会
　
長
　

宍
　
戸

惣
兵
衛

副
会
長
　

佐

藤

洋
　
一

幹

事
　

阿

部

繁

雄

佐
　
野

喜
代
志

松
　
田

和
　
男

鈴
　
木

耕

治

庶
務
会
計

松
　
浦
　
万
　
助

佐
久
間

敏

雄

監

査
　
　

大
　

津
　
征
四
郎

中

山
　
　

勉

■
問
い
合
わ
せ

農
林
諜
　
農
林
板
興
係

霏
叙
2
1
1
1
　
内
線
２
７
３



ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ク

リ

ー
ン

ー
ア

ッ

プ

作

戦

{富 士見楫} (牛 沢 川

6亀　　 圓 (滝　　j Ⅲ

平

成
Ｌ

年
度

の
河
川

ク
リ

ー
ン

ー

ア

ミ
フ
什

収
か

じ
月

二
川
を

中
心

に

町
内
約

八

―
か
叫

で
行

わ
れ

、
最

も

早

い
町
内
会

は
午

仙
五

時
か

ら
作
業

開
始
．

町
内
会

ご

と
に
、

町
内
を

流
れ

る

沌

川
、

普
祓
川

．
胆

沢
川
を

は
じ

め

と
す
る

中
小
河

川
や

衝
路

を
対
匁

に
、

空

き
缶

、
紙
く

ず
．

プ
ラ

ス
チ

．
ク

裂

品
、

廃
吋

や
流
木

等
の
除

去

、
堤

防
や
河

川
敷

の
唯
休

、
碓

木
の
刈

り

払

い
、
消
屍
作

梟

を
行

い
ま
し

た

．

ま

た
、
路

肩
の

雑
卓
の

刈
り
払

い

や
側
滋

の
祐

掃
、

街
路

に
碵
』え
ら
れ

た
花

も
の

手
人
れ

も
さ

れ
、
十
ｙ
。
か

り
き

れ

い
に
．．

町
上

木
建

設
業

協
会

の
協
力

で

処

理
場

へ
運

ば
れ
た

こ
の

日
の

ゴ
ミ
の

毓

は
．
燃

え
る

ゴ
ミ
か

べ

こ

．一
ト

ン
、

燃

え
な

い
ゴ
ミ
か

叫
・
Ｏ

卜

八

（
口

計

ご
）
．・
ニ

ト

ン
で

前
乍
よ

り

Ｉ
・

〇

ト
ン

減
．

参

加
し

て
い

た
だ

い
た
み

な
さ

人
、

あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し

た
．

県
北
中
で
も

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
北
中

学
校

生
徒
会

（
人

槻
恵

理

１

会
長

）
は

、
例
年

・。ク

リ
ー

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

に
を

尖
施

し
て

い
ま
す

。

こ

の
ク
リ

ー
ン

キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
は

、

自

分

た
ち
の

庄
む

ふ
る

さ
と

国
Ｕ
、
町

の

環

境
を
守

る

心
を
育

み
、

町
民

の

ひ

と

り
と
し

て
地

域

に
貢

献

し
よ
う

と
尖
施

さ
れ

て

い
る
も

の
で

す

今
年

も
．
Ｌ

月

円
日

午
後

、
生
徒

全
員

が
通
乍

路

と
な
・よ

ヽ
い
る
円

道

叫
‥
。り
沿

い
の

歩
適

や
町

道
な

ど
の

ゴ

ミ
拾

い
を
は

じ

め
、
観

月
台

公
園

や

鵬
田

、
μ

田
両

駅
の

ト
イ

レ
掃

除
、

力
－

プ
ミ
ラ

ー
磨

き
な

ど
を

二
時
間

に
わ

た
『

て

熱

心
に
行

い
ま

し

た
。

こ

の
卩

雛
め

ら
れ

た
ご
み

は
、
国

Ｕ
ヽ
ラ

イ
オ

ン
ズ
ク
ラ

ブ
会

‥口
の
み

な

き
ん

に
よ
『

て
、

処
興

場
ま

で
運

搬

き

れ
ま
し

た
。

一
ト
イ

レ
の

湧

掃
）

道
路
に
も

い
た
わ
り
を

八
ｎ

は
、

道
路
愛

護
月

間
で

す

、

述

路
は
、

自
動

嗽
や

歩
行

者
な

ど

の

通
行
殿
能

の
ほ

か

に
。
電

気
、

電

話
、

ガ
ス

、
Ｌ

ド
水
道

な

ど
の
公

共

公
益

胞
設

の
収
容

機
能

や
緑

化

。
辿

風

、
採
光

な

ど
居
仕

環
境

の
形
成

機

能

な
ど

の
役
目
を

果

た
し
て

い
ま
す

。

む
う
一

暖
、

道
路

へ
の

い
た
わ

り

と
マ
ナ

ー
を

考
・
弖
・
、
ふ
ま

し

ょ
う

。

■
道
路
は
、
み
ん
な
の
も
の
！

自
転
巾
を
放
置
し
た
り
、
商
品
や

広
黯
看
板
を
置
く
な
ど
、
通
行
す
る

歩
行
者
や
自
動
車
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■

花

や
木

を
大

切
に
Ｉ
・

沿
道
や
歩
道
に
畩
え
ら
れ
た
樹
木

や
季
節
の
花
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
違
法
駐
唯
は
厳
禁
で
す
！

違
法
駐
車
は
安
全
な
通
行
の
妨
げ

と
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
緊
急
叶

の
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。。

■
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
も
や
め
て
！

空
き
缶
や
タ
バ
コ
な
ど
の
投
げ
捨

て
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
た
中
学
生
に
も
失

礼
で
す
よ
。
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N
F
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国
見
町
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

採

用

試

験

案

内

ｙ

成
八
年
度
の
国
見
町
職
ａ

（
高

卒
陞
曵
）
採
川
試
験

を一
次
の
と
お
り

行

い
ま
す
．

■
試
験

を
　・

　
三

定
人
口

一
般
巾
務

’行
政
）
　
　

若
Ｆ
名

－

受
験
資
格

昭
和

円

卜
九
年

四
川
一
．
巳
か
ｌｈ
昭

和

五

卜
．
．年

四
月

．
口
ま

で
に
ｔ

ま

れ

た
者

で

、
高
校

を

卒
梟
し

た

者

岐

び
甲
成

八
年

五
月

に
卒
業
見

込
み
の
者

．

－

試
験
日
・
場
所

平
成
じ
年
九
月
十
じ
日
（
日
）

福
鳥
県
自
治
会
館

■

受
験
手
統

・
申
込
川
紙
は
、
国
Ｈ
｀
町
役
場
で

女
付

。

・
申
込
川
紙
に
必
要
事
項
を
記
人

し
、
国
見
町
役
叫
総
務
課
へ
提

出
す
る
こ
と
。

・
受
験
票
を
受
価
し
た
と
き
は
、

受
験
票
に
最
心
六
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
本
人
の
町
頁
を
は
り
、

試
験
当
日
必
ず
持
参
す
る
こ
と

■

受
付
期
川
・
時
川

平
成
Ｌ
年
七
月
ｔ

九
日

～
平
成
Ｌ
年
‐（

川
卜
八
日

午
前
八
時
二
卜
分
～
乍
後
瓦
鴎

（
土
曜

卜
、
日
曜
日
を
除
／
し

＊
郵
送
の
I
 い
 一
 を

成
匕
年
八
月

十
五
日
消
印
ま
で
の
ら
の
に
限
り

受
付

■

問

い
べ
口
わ

せ

総
務
課
　
庶
務
係

韲
肪
2
1
1
1
　
内
線
１
２
１

阪
神
・
淡
路
大
震
災
義
援
金
へ
の

神
戸
市
長
か
ら
の
礼
状

１,川711 の阪神

‘ 淡路 人裂1,
Ｕこ際

Ｌて。ﾖ 】栽･ｒlみな

さλ かふ･,寄せられ

た義援金は，1卜夲

亦十字 籵福鳥県 攴

乱を通じ，陂 災さ

れた 万々に珀ら れ

ましど

川見町の義筏金

総細は，399 万円

に辻し ました。

･震災からf= 年，

最 も被害か大きか'-･

た被災地の神戸111

畏から，礼状かli

きましと

国
見
町
民

の
み

な
さ
ま

温

か
い
ご
支
援

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

一
月
十
七

日
の
震
笂
以
来
、
国
見
町
民

の
み
な
さ

ま
か
ら
温

か

い
励
ま
し

と
多

く
の

ご
支

援
を
い
た
だ

い
て

ま
い
り
ま
し

た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

六
ヵ
月

が

経
ち

、
神
戸
市

内
で

は
復
興
に
向
け
て

の
つ
ち
音
が

響
き
、
人
々
の
生
活
も
徐

々
に
で
は

あ

り
ま
す

が
、

落
ち
着
い
た
状
態
に
戻
り
つ
つ

あ
り

ま

す
。長

く
険
し

い
道
の
り
で
は

あ
り
ま
す

が
、
神
戸

を

今

ま
で

以
上

に
魅
力

あ
る
街

と
し
て
よ
み

が
え
ら
せ

る
よ

う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す

の
で

、
引

き
続
き
ご

支

援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
鞣
い
い
た
し
ま
す
。

平

成

七

年

七

月

神

戸

市

長

交 通 教 育

専 門 員 に

菅野善一郎さん

じ
り

一
日

か
ら

、
国
Ｕ
‘町

の
交
通

教
斤
専

門
員

に
菅

野
竚

一
郎
さ

ん

（
山

崎
字
抖

谷
一

．土

‐
．し

か
新

た

に
ｌ

‐
嘱
さ
れ

、
朽
木

好
秋

さ

ん
に
加

え
、

二
名

に
な

り
ま
し

た
１

交

晒
教
育

専
門
貝

は

、
立

校
時
の

交
通

指
導
を

は
じ

め
、

交
通

安
令

に

閨
す

る
知
識

の
普

及
や
意

識

の
尚
揚

を
図

る
た

め
に
設

置
さ

れ
て

い
る
も

の
で

す
．

菅野善一郎さん

委
噸
状
の
交
付
式
は
。
六
月
三
十

日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
膏
野
さ
ん

は
、

一
国
見
町
で
の
交
通
事
故
が

］

件
で
も
減
少
す
る
よ
う
、
朽
木
さ
ん

と
・。
緒
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。



製
造
物
責
任
法
が
施
行

安
全
で
安
心
で
き
る
消
費
生
活
を

製
造
物
責
任
法
と
は
、
製
品
の
欠

陥
に
よ
っ
て
、
生
命
、
財
産
に
損
害

を
被
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に

被
害
者
は
、
製
造
業
者
な
ど
に
対
し

て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
法
律
で
す
。

こ
の
法
律
は
、
平
成
六
年
七
月
一

口
‥
公
布
、
平
成
じ
年
七
月

】
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
の
み
な
さ
ん
は
、
製
品
の

適
正
な
遡
択
、
使
用
及
び
保
守
が
重

要
で
す
。
製
品
の
仕
様
、
機
能
、
内

容
の
確
認
を
し
。
使
用
す
る
際
に
は
、

表
示
、
取
扱
脱
明
書
を
よ
く
読
み
、

事
故
に
っ
な
が
ら
な
い
よ
う
心
が
け

な
お
、
製
品
の
事
故
か
発
生
し
た

場
合
に
は
、
写
真
を
撮
る
な
ど
。
現

場
の
状
況
を
確
認
、
記
録
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す

製

造
物

と

は
・
：

こ
の
法
律
で
は
製
造
物
を
『
製
造

又
は
加
工
さ
れ
た
動
産
』
と
定
義
し

て

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
大
量
生

産
、
人
皿
洲
費
さ
れ
る
工
業
製
品
を

対
象
と
し
ま
す
。
不
動
産
、
末
加
工

の
農
林
畜
水
産
物
、
電
気
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
と
い
っ
た
も
の
は
該
屶
し
ま

せ
ん
。

欠

陥

と

は
・
：

こ
の
法
律
で

い
う
「
欠
陥
」
と
は
、

製
造
物
が
通
穴
持

‘。
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
「
安
令
性
を
欠
い
て
い
る

こ
と
Ｉ
４
・
い
い
ま
才
。

安
企
性
に
関
わ
ら
な
い
叭
な
る
品

質
上
の
不
具
合
は
こ
の
法
律
の
賠
償

責
任
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
法
律
で
い
う
欠
陥
に

あ
た
ら
な
い
た
め
に
損
害
賠
償
責
任

の
対
象
に
な
ら
な
い
場（
口
で
あ
・
て

も
、
現
行
の
民
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る
瑕
疵
担
保
責
任
、
債
務
不
履
行
責

任
な
ど
の
嬰
件
を
満
た
せ
ば
、
損
害

賠
俄
を
請
求
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

請
求
方
法
は
…

被
害

を
受
け

た

と
き
、
損

害
賠

償

を

受
け

る
た

め
に
は

、
次

の
『
．．つ

の

事

火
を

明
ら
か

に
す

る
こ

と
か
原

則

と
な
り

ま
す

．

①
製

造
物

に
欠

陥

か
存
在

し
て

い
た

こ
冫
｀

②
似

害
か
発

生
し

た
こ

と

③
棚

害
が
製

造
物

の
欠
陥

に
よ

り
生

じ

た
こ

と

損

富
賠
償

を
求

め
る

場
介

の
請
求

光
と

し
て
は

、
そ

の
製

品
の
製

造
ｔ
｀

者
．

倫
人
梟

矜
、

製
造

物

に
氏

名
な

ど
を

表
示

し
た
令

梟
者

で
、
叭

な
る

販

売
業
膏

は
原
則

と
し

て
対
象

に

な

り
ま

せ
ん

．

■
相

談
・
川

い（
口
わ
せ

・
川
民
生
活
セ
ン
タ
ー

韲
０
３－
3
4
4
6
－

０
９
９
９

・
福
鳥
県
泌
費
生
活
セ
ン
タ
ー

魯
0
2
4
5－
2
1
1

０
9
9
9

戦
没
者
等
の
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
を
支
給

職
没
者
等
の
適
族
の
方
に
、
特
別

弔
慰
企
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
目
的

特
別
弔
慰
金
は
、
職
後
五
十
周
年

に
あ
た
っ
て
、
国
が
改
め
て
職
没

者
等
の
遺
族
に
対
し
、
弔
慰
の
意

を
表
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
″
り
の

で
す
。

－

支
給
方
法

特
別
弔
慰
金
は
、
職
没
者
ひ
と
り

に
つ
い
て
、
額
面
円
十
万
円
の
岡

渣
で
支
給
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら

甲
成
十
廴
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ

た
Ｉご
‘
毎
年
四
万
円
ず
つ
俄
還
さ

れ
ま
す
。

皿
支
給
条
件

特
別
弔
慰
企
を
受
け
る
こ
と
か
で

き
る
の
は
。
満
州
事
変
以
後
の
戦

没
青
等
の
遺
族
の
方
で
す
か
、
平

成
匕
年
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、

公
的
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
か
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
。

■
支
給
対
象
青

特
別
弔
慰
金
は
、
主
と
し
て
次
の

遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序
に
よ

り

て
最
も
順
位
か
先
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
．

平
成
七
年
四
月
一
Ｈ
ま
で
に
弔

慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

戦
没
者
等
の
ｆ

戦
没
者
等
と
生
計
を
共
に
し
て

い
た
①
父
母
②
係
③
祖
父
ほ
④

兄
弟
姉
妹

＊
婚
姻
、
貴
子
縁
組
み
に
よ
り
平

成
七
年
四
月
一
日
に
氏
が
変
わ

っ
て
い
る
方
は
除
く
。

ウ
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

ア
か
ら
エ
以
外
の
三
杖
等
内
の

親
族

＊
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続

い
て
、
一
年
以
上
生
計
を
共
に

し
て
い
た
方
に
限
る
。

－

馴
求
期
限

平
成
十
年
二
月
三
十
一
日
ま
で

－

受
付
・
問

い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
　
福
祉
係

韲
剪
2
1
1
1
　
内
線
１
４
５



以
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

愛
　
称
　
募
　
集

ｙ

成
八
乍
円
川
一
日
よ
り
一
郎
供

用
開
始
と
な
る
「
阿
武
隈
川
上
流
流

城
ド
水
道
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

‘
の

愛
称
を
分
集
し
ま
す
。

■
応
矼
方
法

宵
製

は

が
き

に
次
の
事

項
を

記
入

し

、
投
函

し
て
く

だ

さ

い
。

一
愛

称
名
一

「
氏
名
一
　
一
年
齢

」

’廠

業

又
は
学

校
名

｀
　
】住
所

」

■
応
啄
締
切
日

平
成

し
缶
」
八
月
ｔ

Ｈ

■
応
矼
で
き
る
方

国
見
町
、
桑
折
町
、
伊
達
町
ノ
必

川
町
．
保
原
町
及
ぴ
福
島
巾
に
在

化
の
か

■
μ

彰

●
最

優
秀
賞
　

こ

点

）

剛
賞
　

こ
万

円
扣

当
の
川

飫
‥
存

・

佳

作
　
　
　

（
１

点

）

剛
賞
　

二
ｒ

円
梢

肖
の
図
ｋ
‥
莎

＊
八

月
ニ

ト
六

日
に
行

わ

れ
る
ド
水

逆

フ
ェ

ス
テ

ｆ

バ
ル
の

際
に
表
化

＊
同

名

の
愛
称
多

数

の
場
か

は
抽

選

と
し
ま

す

。

■

応
分
先

・
問

い

い`
わ
せ

〒
９
６
０
－

０
４

福
島
亟
鎌
田
字
一
本
松
4
3

県
北
流
岐
下
水
逝
世
設
卜
務
所

哩
設
浬
　
世
設
第
２
係

酋
邸
2
０
1
3

下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
県
北

★ と　き　 ’F成7 sI卜8 月 26 い g lj 10:lllヽ16:; 町|

★ ところ　 県北 浄化七ンｙ 一小ｎ色町靤,囗

観月台文化情報

7 / 29 (土)
夏休み親子映 画館１

｢ ひょっこり　ひょうたん島｣

☆時間　午後１時３０ 分　☆入場料　１００円(全席自由)

ｓあら･r し,|

,疫をかきわ!t 人海Is;賻 旅･「 る" ひ：・，こI; ;に 卜ヽ', た人島｣ があ ろ11、'ﾀﾞjﾚl

ヽIキ,.'IE倒 とい'l 気味 の惷.いjjt:: 近・ｊい たｔ４．人統 緬 び･1ら ・ 々'･･･

卜i が３匹 の 人に襲われま卜･･ ．

岬1:. 一叶ンi≒ なIE. 海触1 うヽビッ'，マ=| ，-F j､･.･Iこ，元ン.りコギ･,･ンク

のゾンデ'りリ゙, が元気い ｊばいiIsｇ し まｰ｢

8 /  1 3 (日)|
夏休み親子映画館２

ディズニー映画「アラジン」

☆時間　午後１時３０分　 ☆入場料　１００円(全席自由)

！あら寸じ）

人いなる ぬ望を胸にＲ,めた 貧しい片 月了う シ、が、 １齔=土の･ランプ 、をＱつ11.11J､

と「３ ‘ 」の順い」をｆに 入れる｡ そt. て、偶然知り介-･たy. しいブ･| ンセス

にひと11ぼ れ｡ 絞なの ハートを射11:めようと1鼈j､の力で人命持 ちのワ･りン スに変

身L. 、さまざまなぽI渙に挑み ます

9 /10( 日) ｢芹　洋子　コンサート｣

前売中☆時間　午後２時　☆全席 自由

☆前売券　一般２ ，０００円　高校生以 下1  ､ 0 0 0円

「四季の歌」やi 坊がつる讃歌ｙ まもちろん、「i? 毒．、 ぶ るさと」など、獣

姫が歌 う叙情歌の数々をお楽 しみくだ さい．

・問い合わせ　 教育委八会 生謡学習丿　文fﾋ振興係2  6 7 6



PUBLIC

HALL
NEWS

公
民
館
だ
よ
リ

国
見
町
公
民
館

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
巧

き
　

畤
2
6
7
6
　
　
　
F
A

χ

卿
2
7
0
7

友
だ
ち
い
っ
ぱ
い
で
き
る
と
い
い
ね

～

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

開
講
～

平
成
Ｌ
乍
度
少
年
仲
間
づ
く
り
教

室
の
開
講
式
は
六
月
１１
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
火
研
修
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
町
内
各
小
乍
校
の

四
、
乱
、
六
乍
生
の
児
童
を
対
象
に
、

学
校
や
乍
年
の
賢
な
る
集
団
の
中
で
、

仲
問
づ
く
り
に
必
要
な
瑞
本
的
能
力

を
身
に
っ
け
、
心
身
と
も
に
健
令
な

児
童
を
育
成
す
る
こ
と
を
凵
的
に
実

施
し
て
い
る
ら
の
で
す
．

式
に
は
、
児
童
ニ
ト
Ｌ
名
の
ほ
か

父
母
卜
六
名
が
出
席
．
鈴
木
公
民
屹

長
の
あ
い
さ
っ
の
あ
と
．
藤
田
小
学

皎
艮
大
刈
火
生
、
小
坂
小
乍
陸
教
頭
川

田
咒
生
か
ら
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
い
た

だ
き

ま
し

た
　

続

い
て

、
八
Ｕ

に
行

わ

れ
る
キ

ャ
ン
プ

研
修

や
生

物
の
啄

木
作

り
な

ど
卆
．は

じ

め
と
す

る

一
年

間
の

学
習

計
肉
と

、

実
践
す

る

に
あ

た
・
．
て
の

心
か
ま

え

に
つ

い
て
説

明

を
受

け

ま
し
た
．

人

の
あ

と
、
名

刺
交

換

ゲ
ー・
ム
や

縄
跳

び

な
ど
の

レ
ク

り

’．
Ｉ
ＩＩｙ

り
ン

を

楽
し

み
．
学
級

生

は
’で

．
そ
く
打

解

け
友

だ
ち
か
で

き

た
よ
う

で
し

た

▲１ 年間の活晒 を楽しみにしてい る少 蕁仲間つくり数室生

元
気
に

山
頂
を
目
指
す

び
山
す
る
こ
と
に
よ
り
自
吠
と
触

れ
あ
う
と
と
も
に
体
り
の
向
卜
を
図

ろ
う
ｉ

と
六
月
四
日
、
公
・民
郎
ド

催
の
町
民
安
雌
太
良
ひ
山
か
行
わ
れ

ま
し
た
．

参
加

者

。「
。十
六
」へ
は
観

月
台
文

化

セ

ン
タ
ー
を
午

前
八

時

に
出
発

、
奥

岳

登

山
口
に

は
九
時

に
到

着

。
早
迚
、

登
山

の
準
備

を
し
て

安
達

太
良

山
瓜

（
噤

高

二

七
◇

し
ｍ
）

を
目
指

し

ま
し

た
『

途
巾

、
雲
喬

を
眺

め

た
り
イ

ワ
カ

ガ
ミ

な
ど
の

吋
れ

ん
な
拓

を
見

つ
け

て
は

歓
μ

を

上
げ

、
一
歩

一
歩
濆
ｈ

を
川
桁

し
ま

し
た
し

頂
上

付
近

は
あ

い
に
く

ヴ

ス
か
か

か
り
、

三
六
〇

暖

の
人

パ
ノ
ラ

マ
を
満

喫
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
で
し

た
か

、
参
加

し
た

杵
さ

ん
は
満
・足
し

た
様
7
.
で
帰

途
に

っ
き

ま
し

た
。

Ａ 薬師 岳でひと息つい て

子
育
て
教
室

手
づ
く
り
の

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

子

介
て
教

室
の
観

１

活
動

『
お
も

ち

。・
を

つ
く
ろ

う

』
は
六
月
『
一
十

三

日

、
観
月

台
文

化
セ

ン
タ

ー
で
親

子

約

瓦
十

人

が
参

加
し

て
行

わ
れ
ま

し

た
。佐

藤

富
子

町
阯
会

教
育

桁
導
員

の

指
導
を

受
け
な

か

ら
船
や

ポ

ー
ト

な

ど
の
水

に
浮

か

ぶ
お
も
ち

ゃ

づ
く

り

に
収
り

阻
み

ま
し

た
。
材

糾
は
牛

孔

バ

。
ク
や
ト

レ

ー
な

ど
を

リ
サ
イ

ク

ル
し

た
も
の

で
環
境

問
題

に
も
配

慮

し
ま
し

た

。

子

ど
も
は

お
母

さ
ん

の
作
業

を
見

よ
う

阯
ま

ね
で

。
生

懸
命

手
伝

・
て

い
ま
し

た
。

電
気
で
ク
ッ
キ
ン
グ

～
く
に
み
女
性
教
室
～

く
に
み
女
性
教
宰
の

っ
電
気
教
室

Ｉ
・
電
気
で
ク

ヴ
キ
ン
グ
』
は
八
川

二
十
一
日
、
福
励
市
置
暘
町
の
㈱
電

カ
ラ
イ
フ

ー
ク
リ
ェ
イ
ト
柵
鳥
営
業

所
で
教
室
生
】
。
十
名
か
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
藤
田
節

子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
ふ
き
と
た

け
の
こ
の
ら
ら
し
寿
し
、
鮒
き
や
と

鶏
さ
さ
み
の
お
ろ
し
和
え
。
射
込
み

し
い
た
け
の
三
品
を
作
り
ま
し
た
。

電
子
レ
ン
ジ
や
電
熱
器
只
を
利
川

－
叭

火
は
い
’。
さ
い
使
用
し
な
い
で

作
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
し
た
学

級
生
は

一
短
い
時
間
に
簡
叭

に
お
い

し

い
む
の
か
で
き
た
」
と
喜
ん
で

い

ま
し
た
Ｉ



町
政
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ

～
　
阿
　
津
　
賀
　
志
　
学
　
級
　
～

阿
汁
門
志
学
級
で
は
去
る
六
川
卜

六
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
町
政
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開

き
。
約
Ｇ
六
卜
名
か
出
席
し
て
冨
永

町
長
よ
り
『
町
政
の
現
状
と
課
題
一

と
勉
し
て
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
財
政
の
現
状
と
し
て
、

特
に
財
源
の
し
く
み
に
っ
い
て
。
国
・

県
・
町
と
の
か
か
わ
り
や
、
亥
出
例

合

に
っ
い
て
聨
業
別
に
具
体
的
に
話

さ
れ
、
さ
ら
に
財
政
面
で
は
借
金
の

必
然
性
や
必
要
性
と
今
後
の
見
通
し

に
っ

い
て
、
計
両
性
の
あ
る
執
行
の

大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

今

後
の

叺
点
事
業

と

し
て

は
、
迦

動

広
場

の
整

勧
、
ｈ

下

水
道
の

整
備

小
業

、
ほ

雌
整
備
乍
ｔ

、
宅
地

開
発

な

ど
、
川

見
町
発

展
の
咳

と
な

る
从

本
的

な
嘔
業

計
画

に
っ

い
て
、

わ
か

り
‥９
く

、
し
か
む

尖
状

に
そ

ご
・
‘話

さ

れ
ま
し

た
．

出

席
し

た
学
秘

生
の

皆
さ

ん
は
、

町

か

Ｉ
豊

か
で
化

み
よ

い
活

力
あ

ふ

れ
る
町

づ
ぐ
り

」
［
心
の
豊

か
な
人

間

作
疽

の
町

づ
く

り

｀
を
恭

本
口
吟

に
推
進

し
て

い
る
実
態

か
よ

く
わ

か

り

、
町

政
に
つ

い
て

．
層
の

理
解

と

関

心
か
深

ま

り
．

と
て

も
斤

心
義

な

学
ぶ
口
会
で

し
た

阿

津

賀

志

学

級

趣

味

の
陶
芸
教
室
始
ま
る

阿
汁
貿
志
学
級
の
グ
ル
ー
プ
？
刈
口

。陶
芸
教
家
一

の
川
講
式
か
六
Ｕ
二

卜
乢
卜
開
か
れ
、
十
六
名
の
学
級
生

か
現
在
、
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま

す
。講

師
は
。
昨
￥

に
続

い
て
東
和
町

の
陶
芸
家
佐
久
間

。‘
先
生
で
。

。
川

Ｈ
は

’
ｆ

び
ね
り
』
で
、
先
生
の
説

叫
と
実
技
指
噂
が
あ
り
、
そ
の
後
各

自
が
思

い
思
い
の
什
品
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。
荼
わ
ん
、
ど
ん
ぶ
り
の
飢

が
多
く
、
ロ
ク
ロ
？
回
し
な
が
ら
熱

心
に
収
り
組
ん
で

い
ま
し
た
『

そ
れ

で
″Ｕ
川
具
の
使
い
方
と
桁
か
げ
ん
か

難
し
く
、
底
か
ら
何
唆
も
や
り
直
す

人
も
お
り
ま
し
た
か
、
叶
間
ま
で
に

ち
Ｉ匐
荐
貨
員
か
。
手
び
ね
り
で
作
乱

を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
陶
芸
教
室
は
七
月
二
１
口
ま

で

四
回
行

わ
れ

、
乍
級

生

は
そ

れ
ぞ

れ

．工

夫
を

こ
・ｈ
し

た
作

品

づ
く
り

に

取

り
組
ん

で

い
ま
す

、

▲l 町政の現状と押皿jについて学ぷ阿漕賀志学級富
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わ

だ

い

幽
玄

に

情

感

豊

か

に
’磚・ とひと･J 芝居」よlj

六
川
の
観
月
台

文
化

事
業

は
、

「
篠
笛
と
ひ
と
り
芝
川
」
に
「
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
ー
か
ぐ
や
姫
－

」
の
ニ
フ

こ
の
う
ち
、
厄
日
の

’篠
笛
ｙ
‐
ひ

と

り
芝

川

‘
は
、

凵
本

の
佶
楮

た

ぶ
り
の
内
容

．

第
一
部

は
ａ
川
心

で
幽

玄
な
篠

乱

の

か
　

第
二

郎
は

日
本
的

な
廴

佶
の

磯

徹
に
・
Ｊ
わ
る
、
轟
鴎
外
の

‐‐
酳
瀬
冊

」

か‐
題
吋

に
し

た
ひ
と

り
芝
叫
に
、
客
席

は
水
を
打

・．
た
よ

う

．
観

客
は
．

―

・’．
と

り
と
そ
の

余
頡

に
浸

二

ヽ
い
ま

し

た
．

一
方
、

．
．十

川
日
の

こ
；
万

二
／

カ

ル
ー
か

ぐ
や

姫

‘
は
、

ｆ
ど

も

た
ち
に
し

な

じ
Å
の
あ

る
内

容

そ
れ
を

ミ

ｔ‐
－

ジ
カ
ル

に
仕
立

て

た
し
の

‘

テ

レ
ビ
や

映
画

少
』’は
ひ

と
味

違
う

歌
や
踊

り
に
よ

る
舛

台

に
、
ｆ

ど
し

た
ら

は
引
き

込
ま

れ
て

い
ま
し

た

打
っ
た
！
走
っ
た
！
跳
ん
だ
！

県
北
中

が
ん
ば
り
ま
し
た

五
川
か
ら
六
月
に
か
け
て
行
わ
れ

た
中
幸
皎
体
介
人
会
に
川
場
し
た
叫

北
中
乍
校
の
各
運
助
部
は
。
女
．Ｌ
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
川
体
優
勝
、
男
’Ｉ

バ
ス
ケ

。
ト

ボ
ー
し
部
か
凖
優
勝
す

る
な
ど
人
健
闘
し
ま
し
た・‐

Ｌ
な
成
績
は
次
の
と
お
７

（

收

昨

略

）

－

伊
達
支
郎
陸
ｈ

競
枝
人
食

（
優

勝
）

一
年
　

’日
m
4
2

武

川
　

徼

．、

口 一

友
ｔ
、

隹（
通

、．．Ｆ

ｍ
ｔ
　

侖
葎
　

政

代

滷
棒

高
跳

び
　

安
田

に

介

比

通
砲

丸
投

げ
　

廴

相

川
川

卜
ｔ

鳥
橋

相
也

叺
中
乍

リ

レ
ー
　

県
北

中
｛
Ⅲ
心
’Ｌ

｝

（
凖
優
勝

》

玖
襾
面

．白
ｍ

七
　

斎
藤
　

裕
ｔ

枕
涌

’叺
臼
ｍ
ｔ
　

什
藤
ｔ

ｔ
ｒ

北
皿
陬

鳥

跳
び
　

占

Ⅲ
　

叭

ペ
ソ
、
卜

り

”
－
　

以
北

中
（
Ⅲ
り
．こ

（
．
び

》

．
．印
　

、心
ｍ

心
　

鈴

木

柘

．．

玖
細

ミ

白
ｍ
走

佐

藤

友

廴

玖
晒
‐
ぺ

白
ｍ
心
　

人

心
　

政
・ｒ

阿
郎
　

康
人

共

り
白

卜
ｍ
（

Ｉ

ド

喀

佐
藤
　
‐‐
利

典
汕
．
．楝
Ａ
　

高
原

憲
二

片
慂
『
一
．師
Ｂ
　

Ｈ
卜
　
万
博

ペ
ス
ト
リ
レ
ー
　
県
北
中
一
女
7
.‘

■
伊
達
夊
部
中
体
迪
総
合
大
会

｛

優

勝

｝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
｛
女
了
団
体
｝

《
凖
優
勝

）

バ
ス
ヶ

。
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
Ｊ古

亟
球
（
ダ
ブ
ー
ス
男
ｆ
）

鈴
木
・
小
牀
柤

む
道
（
軽
々
陂
秘
）
大
波
　
た
次

涵

㎏
哂
）
　
鳥
橋
　
幸
と

（
鮖
㎏
級
）
　
佐
４
貞
な
瓦

｛

．位

ヾ

野
球
乱

ソ
フ
ト
ボ
ー
限
汕

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
沺
｛
男
ｆ
団
体
｝

ソ
フ
ト
テ
ニ
汲
（
ダ
ブ
ル
ソ
ご

ｔ
沢
・
鳥
鳴
紕

バ
”
‐

ポ
ー
ル
部
（
な
孑
ゝ

剣
道
部
（
旧
りｒ

団
体
）

柔
追
（
軽
‘・
叺
級
）
鈴
木
　
和
弘

｛
軽
中
鵬
級
｝
中
野

祐
嗣
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